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(57)【要約】
【課題】  ＬＣＤ等を駆動して複数の階調でカラー表示
を行う際に、表示可能な色調の種類を拡大し、表示され
る色の選択の自由度を増すことのできる表示駆動回路、
半導体集積回路、表示パネル及び表示駆動方法を提供す
る。
【解決手段】  画像表示用のデータを順次記憶するＲＡ
Ｍ３と、複数の階調パターン選択回路４、５であって、
各々が、ＲＡＭに記憶されているデータに基いて複数の
階調パターンの中から１つの階調パターンを選択する、
複数の階調パターン選択回路と、複数のフレーム選択回
路６、７であって、一連の画像フレームについて、複数
の階調パターン選択回路において選択された階調パター
ンを順次出力させる複数のフレーム選択回路とを具備す
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  連続的に入力される画像表示用のデータ
を順次記憶するＲＡＭと、
各々が、前記ＲＡＭに記憶されているデータに基づいて
複数の階調パターンの中から１つの階調パターンを選択
する複数の階調パターン選択回路と、
前記複数の階調パターン選択回路に対応して設けられ、
一連の画像フレームについて、前記複数の階調パターン
選択回路において選択された階調パターンを順次出力さ
せる複数のフレーム選択回路と、
を含むことを特徴とする表示駆動回路。
【請求項２】  請求項１において、
各色の階調をＮ（Ｎは２以上の整数）ビットで表すデー
タを入力し、設定されたコマンドに基いて、各色の階調
をＭ（Ｍは整数で、Ｍ＞Ｎ）ビットで表すデータに変換
して前記ＲＡＭに供給する画像データ変換回路をさらに
含むことを特徴とする表示駆動回路。
【請求項３】  請求項１又は２において、
前記複数の階調パターン選択回路の各々が、
前記ＲＡＭに記憶されているデータに基いて階調パター
ン選択信号を出力する選択ＲＯＭと、
前記階調パターン選択信号に従って複数の階調パターン
の中から１つの階調パターンを選択すると共に、対応す
るフレーム選択回路から出力される制御信号に従って前
記階調パターンを用いてＦＲＣ（フレームレートコント
ロール）変調を行うＦＲＣＲＯＭと、
を含むことを特徴とする表示駆動回路。
【請求項４】  請求項１乃至３のいずれかにおいて、
前記複数のフレーム選択回路の各々が、複数の部分に分
割されてそれぞれの階調パターン選択回路の両側に配置
されていることを特徴とする表示駆動回路。
【請求項５】  連続的に入力される画像表示用のデータ
を順次記憶するＲＡＭと、
互いに異なるフレーム周期の複数の階調パターンを記憶
し、前記ＲＡＭに記憶されたデータを用いて複数の階調
パターンの中から１つの階調パターンを選択する複数の
ＦＲＣＲＯＭと、
前記複数のＦＲＣＲＯＭにより選択された階調パターン
それぞれを、フレームごとに順次出力させる複数のフレ
ーム選択回路と、
を含み、
表示部を駆動するための駆動信号が、
前記複数のＦＲＣＲＯＭから出力された階調パターンに
基づいて出力されることを特徴とする表示駆動回路。
【請求項６】  請求項５において、
各色の階調をＮ（Ｎは２以上の整数）ビットで表すデー
タを入力し、任意に設定可能な各色Ｍ（Ｍは整数で、Ｍ
＞Ｎ）ビットで表すデータに変換して前記ＲＡＭに供給
する画像データ変換回路を含み、
前記複数のフレーム選択回路の各々は、 *
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*前記Ｍビットの階調に基づいて選択された階調パターン
を、フレームごとに順次出力させることを特徴とする表
示駆動回路。
【請求項７】  請求項１乃至６のいずれか記載の表示駆
動回路と、
選択された階調パターンに基いて生成された駆動信号を
出力する端子と、
を含むことを特徴とする半導体集積回路。
【請求項８】  互いに交差する複数のコモン電極と複数
のセグメント電極とにより特定される画素と、
前記セグメント電極を駆動する請求項１乃至６のいずれ
か記載の表示駆動回路と、
を含むことを特徴とする表示パネル。
【請求項９】  少なくとも２種類のフレーム周期の複数
の階調パターンの中から、画像表示用のデータに基いて
１つの階調パターンを選択してフレームごとに出力し、
該階調パターンに基いて、表示部を駆動するための駆動
信号を出力することを特徴とする表示駆動方法。
【請求項１０】  請求項９において、
Ｎ（Ｎは２以上の整数）ビットの階調に対応して、任意
に設定可能なＭ（Ｍは整数で、Ｍ＞Ｎ）ビットの階調に
変換し、
少なくとも２種類のフレーム周期の複数の階調パターン
の中から、前記Ｍビットの階調に基づいて１つの階調パ
ターンを選択してフレームごとに出力することを特徴と
する表示駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、表示駆動回路、半
導体集積回路、表示パネル及び表示駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来のカラーＬＣＤ用ドライバＩＣ（半
導体集積回路。広義には、表示駆動回路。）において
は、ＭＰＵから出力される赤色（Ｒ）３ビット、緑色
（Ｇ）３ビット、青色（Ｂ）２ビットの計８ビットの画
像データに基いて、カラーＬＣＤを駆動していた。この
様子を図１７に示す。
【０００３】図１７において、ＭＰＵから入力される１
画素分の画像データＤ７～Ｄ０の内、Ｄ７～Ｄ５の３ビ
ットが赤色の８階調を表しており、Ｄ４～Ｄ２の３ビッ
トが緑色の８階調を表しており、Ｄ１～Ｄ０の２ビット
が青色の４階調を表している。このような画像データ
を、ドライバＩＣに内蔵されているＲＯＭに順次入力し
てＦＲＣ（フレームレートコントロール）変調を行うこ
とにより、８×８×４＝２５６色のカラー表示を行って
いた。
【０００４】このような従来のカラー表示方法において
は、表示可能な色調は、ＭＰＵからドライバＩＣに入力
される画像データのビット数で決まってしまう。現在の
一般的なカラーＬＣＤ用ドライバＩＣにおいては、入力
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3
される画像データのビット数は８ビットであるから、表
示可能な色調も２５６色に限定されていた。
【０００５】しかしながら、２５６色の色調では、同系
色の微妙な変化を表現することができない。一方、近年
においては、カラー表示における色調の多様化が求めら
れている。
【０００６】ところで、特開昭６３－３１８８６３号公
報には、カラー画像情報を複数の色分解像に分解して複
数の色信号に変換する手段と、これら複数の色信号から
歪補正されたデジタル色信号を得る手段と、このデジタ
ル色信号をさらに複数ビットで構成された複数の色信号
に分離する色分離手段とを有し、この色分離手段とし
て、出力すべき色信号が相違する複数個の色分離手段が
用意され、これらの色分離手段が交換可能に構成されて
いるカラー画像処理装置が掲載されている。例えば、
黒、赤、緑、青の４色を用いて色表示を行う機種におい
て、３つの色信号に分離してカラー画像を記録できるよ
うにしておけば、３色を用いて色表示を行う機種への展
開が容易となる。しかしながら、このカラー画像処理装
置は、表示可能な色調の数を増加させることを目的とし
たものではない。
【０００７】また、特開平１０－３２７３３０号公報に
は、複数の記録ドット位置に対応する単位階調処理領域
の各々のドット位置に対応付けた互いに異なる複数のし
きい値を有するしきい値テーブルを利用して入力色信号
を記録色信号に変換する階調処理手段を備え、記録色信
号に従って各々のドット位置に記録処理を行うカラー記
録装置が掲載されている。このカラー記録装置は、互い
にしきい値の配列パターンが異なる複数種類のしきい値
テーブルと、その中から実際に使用するしきい値テーブ
ルを選択する手段と、互いに内容の異なる複数種類の信
号補正処理機能と、しきい値テーブルの種類に対応する
信号補正処理の内容を記憶する記憶手段とを有し、選択
されたしきい値テーブルに対応する信号補正処理内容に
基づいて信号補正処理を行う信号補正手段を備えてい
る。これは、各色の重なり具合いやその他の要因によっ
て記録信号のレベルと実際の記録内容との間に差が生じ
るため、処理内容を固定した補正処理では十分な補正を
行うことが困難だからである。このカラー記録装置は、
オペレータがしきい値テーブルを切り換えても、再現さ
れる色が変化しないようにするものであり、表示可能な
色調の数を増加させることを目的としたものではない。
【０００８】一方、日本国特許出願公開（特開）昭６０
－２４３７３５号公報には、色信号を色変換テーブルに
よって印刷用データに変換し、この印刷用データに基づ
いてカラー印刷を行うカラープリンタにおいて、複数の
書換え可能なテーブルを設け、これらのテーブルの記憶
内容を任意に設定すると共に、これらのテーブルの内の
１つを選択して使用するようにしたカラープリンタが掲
載されている。しかしながら、このカラープリンタによ
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れば、利用者が複数のテーブルの内の１つを選択して印
刷の色調を設定する必要が有り、利用者がテーブルを変
更しない限り、表示可能な色調の数を増加させることは
できない。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、以上のよう
な技術的課題に鑑みてなされたものであり、その目的と
するところは、ＬＣＤ等を駆動して複数の階調でカラー
表示を行う際に、表示可能な色調の種類を拡大し、表示
される色の選択の自由度を増すことのできる表示駆動回
路、半導体集積回路、これを用いた表示パネル及び表示
駆動方法を提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に本発明は、連続的に入力される画像表示用のデータを
順次記憶するＲＡＭと、各々が、前記ＲＡＭに記憶され
ているデータに基づいて複数の階調パターンの中から１
つの階調パターンを選択する複数の階調パターン選択回
路と、前記複数の階調パターン選択回路に対応して設け
られ、一連の画像フレームについて、前記複数の階調パ
ターン選択回路において選択された階調パターンを順次
出力させる複数のフレーム選択回路とを含む表示駆動回
路に関係する。
【００１１】また本発明に係る表示駆動回路は、各色の
階調をＮ（Ｎは２以上の整数）ビットで表すデータを入
力し、設定されたコマンドに基いて、各色の階調をＭ
（Ｍは整数で、Ｍ＞Ｎ）ビットで表すデータに変換して
前記ＲＡＭに供給する画像データ変換回路をさらに含む
ことができる。
【００１２】また本発明に係る表示駆動回路は、前記複
数の階調パターン選択回路の各々が、前記ＲＡＭに記憶
されているデータに基いて階調パターン選択信号を出力
する選択ＲＯＭと、前記階調パターン選択信号に従って
複数の階調パターンの中から１つの階調パターンを選択
すると共に、対応するフレーム選択回路から出力される
制御信号に従って前記階調パターンを用いてＦＲＣ（フ
レームレートコントロール）変調を行うＦＲＣＲＯＭと
を含むことができる。
【００１３】また本発明に係る表示駆動回路は、前記複
数のフレーム選択回路の各々が、複数の部分に分割され
てそれぞれの階調パターン選択回路の両側に配置（レイ
アウト）されていてもよい。
【００１４】すなわち、複数の部分に分割された複数の
フレーム選択回路の各々の回路及び配線を含む回路パタ
ーンが、階調パターン選択回路の両側に配置されていて
もよい。
【００１５】以上の様に構成した本発明によれば、複数
のフレーム選択回路に記憶されている階調パターンを画
像データに応じて切り換えて出力することにより、表示
可能な色調の種類を拡大し、表示される色の選択の自由
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度を増すことができる。
【００１６】また本発明は、連続的に入力される画像表
示用のデータを順次記憶するＲＡＭと、互いに異なるフ
レーム周期の複数の階調パターンを記憶し、前記ＲＡＭ
に記憶されたデータを用いて複数の階調パターンの中か
ら１つの階調パターンを選択する複数のＦＲＣＲＯＭ
と、前記複数のＦＲＣＲＯＭにより選択された階調パタ
ーンそれぞれを、フレームごとに順次出力させる複数の
フレーム選択回路とを含み、表示部を駆動するための駆
動信号が、前記複数のＦＲＣＲＯＭから出力された階調
パターンに基づいて出力される表示駆動回路に関係す
る。
【００１７】ここで、複数のＦＲＣＲＯＭが第１～第ｋ
（ｋは２以上の整数）のＦＲＣＲＯＭからなるものとす
ると、第１のＦＲＣＲＯＭは、第１のフレーム周期の複
数の階調パターンを記憶する。また、第２のＦＲＣＲＯ
Ｍは、第１、第３～第ｋのフレーム周期と異なる第２の
フレーム周期の複数の階調パターンを記憶する。同様に
して、第ｋのＦＲＣＲＯＭは、第１～第（ｋ－１）のフ
レーム周期と異なる第ｋのフレーム周期の複数の階調パ
ターンを記憶する。
【００１８】本発明によれば、複数種類のフレーム周期
の複数の階調パターンの中から、１つの階調パターンを
選択して表示部を駆動するようにしたので、少ないビッ
ト数の画像データであってもより木目細かい階調表示を
行うことができる。
【００１９】また本発明に係る表示駆動回路は、各色の
階調をＮ（Ｎは２以上の整数）ビットで表すデータを入
力し、任意に設定可能な各色Ｍ（Ｍは整数で、Ｍ＞Ｎ）
ビットで表すデータに変換して前記ＲＡＭに供給する画
像データ変換回路を含み、前記複数のフレーム選択回路
の各々は、前記Ｍビットの階調に基づいて選択された階
調パターンを、フレームごとに順次出力させることがで
きる。
【００２０】本発明によれば、画像データのビット数が
少ない場合であっても、表示可能な色調の種類を拡大
し、更に階調特性に応じた階調表現を実現することがで
きる。
【００２１】また本発明に係る半導体集積回路は、上記
いずれか記載の表示駆動回路と、選択された階調パター
ンに基いて生成された駆動信号を出力する端子とを含む
ことができる。
【００２２】本発明によれば、少ないビット数の画像デ
ータであってもより木目細かい階調表示を行うことがで
きるＩＣを提供することができる。
【００２３】また本発明に係る表示パネルは、互いに交
差する複数のコモン電極と複数のセグメント電極とによ
り特定される画素と、前記セグメント電極を駆動する上
記いずれか記載の表示駆動回路とを含むことができる。
【００２４】本発明によれば、少ないビット数の画像デ
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ータであってもより木目細かい階調表示を行うことがで
きる表示パネルを提供することができる。この場合、コ
モン電極を駆動する走査ドライバを、表示パネルの外部
に設けてもよいし、該表示パネルが形成される基板上に
設けてもよい。
【００２５】また本発明に係る表示駆動方法は、少なく
とも２種類のフレーム周期の複数の階調パターンの中か
ら、画像表示用のデータに基いて１つの階調パターンを
選択してフレームごとに出力し、該階調パターンに基い
て、表示部を駆動するための駆動信号を出力する表示駆
動方法に関係する。
【００２６】本発明によれば、複数種類のフレーム周期
の複数の階調パターンの中から、１つの階調パターンを
選択して表示部を駆動するようにしたので、少ないビッ
ト数の画像データであってもより木目細かい階調表示を
行うことができる。
【００２７】また本発明に係る表示駆動方法は、Ｎ（Ｎ
は２以上の整数）ビットの階調に対応して、任意に設定
可能なＭ（Ｍは整数で、Ｍ＞Ｎ）ビットの階調に変換
し、少なくとも２種類のフレーム周期の複数の階調パタ
ーンの中から、前記Ｍビットの階調に基づいて１つの階
調パターンを選択してフレームごとに出力することがで
きる。
【００２８】本発明によれば、画像データのビット数が
少ない場合であっても、表示可能な色調の種類を拡大
し、更に階調特性に応じた階調表現を実現することがで
きる。
【００２９】
【発明の実施の形態】以下、本発明の好適な実施の形態
について図面を用いて詳細に説明する。なお、以下に説
明する実施の形態は、特許請求の範囲に記載された本発
明の内容を不当に限定するものではない。また以下で説
明される構成の全てが本発明の必須構成要件であるとは
限らない。
【００３０】図１に、本発明の一実施形態に係る半導体
集積回路の構成を示す。ここでは、本実施形態に係る表
示駆動回路を、半導体集積回路としてのカラーＬＣＤ用
ドライバＩＣに適用した場合について説明する。
【００３１】図１に示すように、ドライバＩＣ（半導体
集積回路）２０には、ＭＰＵ１０から、各画素の画像情
報を表す８ビットの画像データＤ７～Ｄ０が順次入力さ
れる。また、ドライバＩＣ２０には、書込み制御信号や
読出し制御信号を含む各種の制御信号が入力される。ド
ライバＩＣ２０は、これらの画像データや制御信号に基
づいて、Ｒ駆動信号とＧ駆動信号とＢ駆動信号の複数の
組を生成し、ＬＣＤパネル（広義には、表示パネル）３
０の複数のセグメント電極にそれぞれ出力する。
【００３２】図２に、ＬＣＤパネルの概略構成を示す。
ＬＣＤパネル３０は、セグメント方向において複数の領
域１１、１２、・・・を有し、コモン方向においても複



(5) 特開２００２－３２８６６５

10

20

30

40

50

7
数の領域、２１、２２、・・・を有している。ここで、
セグメント方向の１つの領域とコモン方向の１つの領域
を特定することにより、１つの画素が特定される。一例
としては、ＬＣＤパネル３０が、セグメント方向におい
て１６０個の領域を有し、コモン方向において１２０個
の領域を有する。この場合には、ＬＣＤパネル３０は、
１６０×１２０の画素を有することになる。
【００３３】さらに、セグメント方向の各領域は、ＲＧ
Ｂの各色を表示するための３つの領域（ドット）１１
Ｒ、１１Ｇ、１１Ｂに細分されており、これらの領域に
電圧を印加するための３系統の素子には、それぞれ端子
３１Ｒ、３１Ｇ、３１Ｂが接続されている。
【００３４】再び図１を参照すると、ドライバＩＣ２０
は、ＭＰＵ１０と接続を行うためのＭＰＵインターフェ
ース１と、ＬＣＤパネル３０と接続を行うためのＬＣＤ
インターフェース８とを含んでいる。ＬＣＤインターフ
ェース８から出力された駆動信号は、端子を介してＬＣ
Ｄパネル３０のセグメント電極に出力される。これによ
り、ＬＣＤパネル３０の各セグメント電極におけるＲＧ
Ｂの各領域が駆動される。
【００３５】ドライバＩＣ２０は、少なくとも２種類の
フレーム周期の複数の階調パターンを記憶する。そし
て、これら複数の階調パターンの中からＭＰＵインター
フェース１を介して入力された画像データに基いて選択
された１つの階調パターンを、フレームごとに順次出力
させる。これにより、ドライバＩＣ２０は、ＦＲＣ（フ
レームレートコントロール）変調による階調表示を行う
ことができる。
【００３６】ドライバＩＣ２０において、ＭＰＵインタ
ーフェース１から出力される画像データは画像データ変
換回路２に供給され、ＭＰＵインターフェース１から出
力される制御信号は表示制御回路９に供給される。画像
データ変換回路２は、ＭＰＵ１０から供給されるコマン
ドに従って、入力された画像データを、それよりもビッ
ト数の多いデータに変換する。例えば、画像データ変換
回路２は、入力される赤色（Ｒ）３ビット、緑色（Ｇ）
３ビット、青色（Ｂ）２ビットの計８ビットの画像デー
タを、各色について４又は５ビットの赤色階調データ、
緑色階調データ、青色階調データに変換する。
【００３７】画像データを各色について４ビットの階調
データに変換する場合には、（２4）3＝４０９６種類の
色調の設定が可能であり、その中から画像データに従っ
て２５６種類又は４０９６種類の色調を表示することが
できる。さらに、画像データを各色について５ビットの
データに変換する場合には、（２5）3＝約３万２千種類
の色調の設定が可能であり、その中から画像データに従
って２５６種類又は４０９６種類又は約３万２千種類の
色調を表示することができる。なお、画像データ変換回
路２には、８ビット以外のビット数を有する画像データ
を入力するようにしてもかまわないし、画像データ変換
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回路２を用いずに、各色について４ビット又は５ビット
以上を含む画像データを、直接ドライバＩＣ２０に入力
するようにしても良い。
【００３８】以下では、各色４ビットで階調表現される
画像データを取り込んで、各色５ビットの階調データに
変換する場合について説明する。
【００３９】まず、ＭＰＵインターフェース１について
説明する。ＭＰＵインターフェース１は、ＭＰＵ１０に
より８ビット単位で書き込まれた各色４ビットの画像デ
ータを、２４ビット（２画素）単位でＲＡＭ３に書き込
むことができる。
【００４０】図３に、ＭＰＵインターフェース１の構成
の一例を示す。
【００４１】ＭＰＵインターフェース１は、ラッチ回路
ＬＡＴ－Ａ～ＬＡＴ－Ｃと、ラッチ回路ＬＡＴ－Ａ´～
ＬＡＴ－Ｃ´とを含む。ラッチ回路ＬＡＴ－Ａ～ＬＡＴ
－Ｃは、ＭＰＵ１０から入力された８ビットの画像デー
タＤ７～Ｄ０をラッチする。ラッチ回路ＬＡＴ－Ａ´～
ＬＡＴ－Ｃ´は、ラッチ回路ＬＡＴ－Ａ～ＬＡＴ－Ｃで
ラッチされたデータをさらにラッチする。
【００４２】ラッチ回路ＬＡＴ－Ａは、書込み制御信号
ＷＲ１に基いて、８ビットの画像データＤ７～Ｄ０をラ
ッチする。ラッチ回路ＬＡＴ－Ｂは、書込み制御信号Ｗ
Ｒ２に基いて、８ビットの画像データＤ７～Ｄ０をラッ
チする。ラッチ回路ＬＡＴ－Ｃは、書込み制御信号ＷＲ
３に基いて、８ビットの画像データＤ７～Ｄ０をラッチ
する。ラッチ回路ＬＡＴ－Ａ～ＬＡＴ－Ｃでラッチされ
たデータは、内部バスＩＢＵＳ１～３に出力される。
【００４３】ラッチ回路ＬＡＴ－Ａ´～ＬＡＴ－Ｃ´
は、書込み制御信号ＷＲ３を遅延させた書込み遅延制御
信号に基いて、内部バスＩＢＵＳ１～３のデータをラッ
チし、それぞれ出力バスＯＵＴＢＵＳ１～３に出力す
る。
【００４４】一般に、各色４ビットで階調表現を行う画
像データについて、８ビット単位で書き込みが行われる
と、２回の書き込み動作で１画素分の階調データが書き
込まれることになる。したがって、後続する２画素目の
階調データの書き込みを行う場合には、さらに２回の書
き込みが必要となってしまう。
【００４５】そこで、ドライバＩＣ２０は、図３に示す
ようにラッチ回路ＬＡＴ－Ａ～ＬＡＴ－Ｃを設け、図４
（Ａ）に示すように３回の書込み動作で２画素分の階調
データをラッチする。そして、３回目の書込み動作に同
期して２画素分の階調データをラッチ回路ＬＡＴ－Ａ´
～ＬＡＴ－Ｃ´でラッチし、後段の画像データ変換回路
２に供給する。
【００４６】このため、図４（Ｂ）に示すように、ＭＰ
Ｕ１０からの書込み制御信号ＭＰＵＷＲがアクティブに
なるごとに、書込み制御信号ＷＲ１～ＷＲ３を順にアク
ティブにして、画像データＤ７～Ｄ０を各ラッチ回路に
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取り込む。ラッチ回路ＬＡＴ－Ａ´～ＬＡＴ－Ｃ´は、
セットアップ時間及びホールド時間を確保するために書
込み制御信号ＷＲ３遅延させた書込み遅延制御信号によ
り、（書込み制御信号ＷＲ３に同期させて）内部バスＩ
ＢＵＳ１～３のデータをラッチする。そして、出力バス
ＯＵＴＢＵＳ１～３にデータが出力されている期間に、
画像データ変換回路２でビット数を変換し、ＲＡＭ３へ
書き込むようにしている。
【００４７】これにより、ＭＰＵ１０による画像データ
の書込み動作の回数を低減させることができ、連続して
入力される画像データを効率的に取り込むことができ
る。
【００４８】このようなＭＰＵインターフェース１によ
り効率的に取り込まれた各色４ビットの画像データは、
画像データ変換回路２に入力される。画像データ変換回
路２は、各色４（Ｎ＝４）ビットの画像データを、任意
に設定可能な例えば５（Ｍ＝５）ビットの階調データに
変換する。
【００４９】図５に、画像データ変換回路２において生
成される変換テーブルの一例を示す。
【００５０】ここでは、各色４ビットの画像データを各
色５ビットの階調データを変換する場合について説明す
るが、変換後の階調データのビット数に限定されるもの
ではない。
【００５１】このような変換テーブルは、複数のラッチ
回路を含む。これらラッチ回路に対しては、例えばＭＰ
Ｕ１０からのコマンドＰｘ（ｘ＝１～４８）により、４
ビットの画像データに対して変換すべき５ビットの階調
データを設定することができるようになっている。例え
ば、４ビットの画像データＲ（０，０，０，０）につい
て、変換すべき５ビットの階調データを設定する場合、
ＭＰＵ１０からコマンドＰ１を発行する。コマンドＰ１
を受けた画像データ変換回路２は、データＤ４～Ｄ０上
の変換後の５ビットの階調データＰ１４～Ｐ１０を記憶
する。その後、４ビットの画像データとしてＲ（０，
０，０，０）が入力されたとき、画像データ変換回路２
は、５ビットの階調データＰ１４～Ｐ１０を出力するこ
とになる。
【００５２】図６に、画像データ変換回路２の構成の一
例を示す。
【００５３】ここでは、赤色（Ｒ）の画像データを変換
する部分についてのみ示す。
【００５４】画像データ変換回路２は、５ビットのラッ
チ回路ＬＡＴ１～ＬＡＴ４８と、セレクタ回路ＳＥＬ０
～ＳＥＬ４とを含む。
【００５５】ラッチ回路ＬＡＴ１～ＬＡＴ４８は、変換
テーブル設定用データＤ４～Ｄ０が入力される。ラッチ
回路ＬＡＴ１は、ＭＰＵ１０からコマンドＰ１が入力さ
れたときにアクティブになるイネーブル信号ＥＮ－Ｐ１
に基いて、変換テーブル設定用データＤ４～Ｄ０をラッ
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チする。ラッチ回路ＬＡＴ２は、ＭＰＵ１０からコマン
ドＰ２が入力されたときにアクティブになるイネーブル
信号ＥＮ－Ｐ２に基いて、変換テーブル設定用データＤ
４～Ｄ０をラッチする。ラッチ回路ＬＡＴ３～４８につ
いても、同様にＭＰＵ１０からコマンドＰ３～Ｐ４８が
入力されたときにアクティブになるイネーブル信号ＥＮ
－Ｐ３～ＥＮ－Ｐ４８に基いて、変換テーブル設定用デ
ータＤ４～Ｄ０をラッチする。
【００５６】ラッチ回路ＬＡＴ１～ＬＡＴ４８は、ラッ
チした５ビットの変換テーブルデータＲ４

1
～Ｒ０

1
、Ｒ

４
2
～Ｒ０

2
、・・・、Ｒ４

48
～Ｒ０

48
を出力する。

【００５７】セレクタ回路ＳＥＬ０は、ラッチ回路ＬＡ
Ｔ１～ＬＡＴ４８それぞれから出力された変換テーブル
データＲ０

1
～Ｒ０

48
の中から、ＭＰＵインターフェー

ス１から出力された変換前の４ビットの画像データＤ３
～Ｄ０に基いて、選択ビットＲＯ０を選択出力する。
【００５８】セレクタ回路ＳＥＬ１は、ラッチ回路ＬＡ
Ｔ１～ＬＡＴ４８それぞれから出力された変換テーブル
データＲ１

1
～Ｒ１

48
の中から、ＭＰＵインターフェー

ス１から出力された変換前の４ビットの画像データＤ３
～Ｄ０に基いて、選択ビットＲＯ１を選択出力する。
【００５９】セレクタ回路ＳＥＬ２は、ラッチ回路ＬＡ
Ｔ１～ＬＡＴ４８それぞれから出力された変換テーブル
データＲ２

1
～Ｒ２

48
の中から、ＭＰＵインターフェー

ス１から出力された変換前の４ビットの画像データＤ３
～Ｄ０に基いて、選択ビットＲＯ２を選択出力する。
【００６０】セレクタ回路ＳＥＬ３は、ラッチ回路ＬＡ
Ｔ１～ＬＡＴ４８それぞれから出力された変換テーブル
データＲ３

1
～Ｒ３

48
の中から、ＭＰＵインターフェー

ス１から出力された変換前の４ビットの画像データＤ３
～Ｄ０に基いて、選択ビットＲＯ３を選択出力する。
【００６１】セレクタ回路ＳＥＬ４は、ラッチ回路ＬＡ
Ｔ１～ＬＡＴ４８それぞれから出力された変換テーブル
データＲ４

1
～Ｒ４

48
の中から、ＭＰＵインターフェー

ス１から出力された変換前の４ビットの画像データＤ３
～Ｄ０に基いて、選択ビットＲＯ４を選択出力する。
【００６２】例えばセレクタ回路ＳＥＬ０～ＳＥＬ４
は、４ビットの画像データＤ３～Ｄ０が（０，０，０，
０）のとき、コマンドＰ１に基いてラッチ回路ＬＡＴ１
に設定されて出力されたＲ４

1
～Ｒ０

1
を、それぞれ選択

ビットＲＯ０～ＲＯ４として選択出力する。
【００６３】以上のような構成により、画像データ変換
回路２は、変換前の４ビットの画像データＤ４～Ｄ０か
ら、選択ビットＲＯ４～ＲＯ０を５ビットの階調データ
として出力することができる。
【００６４】このような画像データ変換回路２から連続
的に出力される階調データは、ＲＡＭ３に順次記憶され
る。ＲＡＭ３には、階調パターン選択ＲＯＭ４Ａ～４Ｄ
が接続されている。階調パターン選択ＲＯＭ４Ａ～４Ｄ
の各々は、ＲＡＭ３から供給される各色の階調データ
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11
（以下においては５ビットとする）に基いて、ＦＲＣＲ
ＯＭ５Ａ～５Ｄに記憶されている複数の階調パターンの
中から１つの階調パターンを選択するための階調パター
ン選択信号を出力する。
【００６５】ここで、階調パターンは、階調に応じた階
調表現を行うために、所与のフレーム周期でオン又はオ
フを指定するパターンをいう。ＦＲＣＲＯＭ５Ａ～５Ｄ
は、互いに異なるフレーム周期の各階調に応じた複数の
階調パターンを記憶する。
【００６６】図７に、図１に示すＦＲＣＲＯＭ５Ａ～５
Ｄに記憶されている階調パターンの例を示す。ＦＲＣＲ
ＯＭ５Ａには、階調パターンＡ－１からＡ－８までの８
つの階調パターンが記憶されており、この内の１つが階
調データに基いて選択される。同様に、ＦＲＣＲＯＭ５
Ｂには、階調パターンＢ－１からＢ－９までの９つの階
調パターンが記憶され、ＦＲＣＲＯＭ５Ｃには階調パタ
ーンＣ－１からＣ－７までの７つの階調パターンが記憶
され、ＦＲＣＲＯＭ５Ｄには、階調パターンＤ－１から
Ｄ－８までの８つの階調パターンが記憶されている。こ
れらの階調パターンは、１回の出力ごとにパターンをず
らすことが望ましい。例えば、１セグメント出力ごと
に、図７の横に１段ずつずらしたＲＯＭデータを作成す
る。なお、階調パターンの開始アドレスは、１フレーム
期間中は全て同じアドレスとする。
【００６７】ＦＲＣＲＯＭ５Ａ～５Ｄに記憶されている
合計３２種類の階調パターンを用いることにより、図８
に示すような３２階調でＲＧＢの各色を表現することが
できる。図９に、これらの階調の連続性を示す。図９に
示すように、本実施形態によれば、従来の８階調表示よ
りも木目細かい階調表示が可能となる。
【００６８】これは、例えば、画像データ変換回路２に
おいて、ＭＰＵ１０から入力される各色４ビットの画像
データを、図８及び図９に示すような各階調に対応した
各色５ビットの画像データに変換させるような変換テー
ブルを設定することで、容易に実現することができる。
【００６９】さらに、図１に示すように、ＦＲＣＲＯＭ
５Ａ～５Ｄには、フレーム選択回路６Ａ～６Ｄ及び７Ａ
～７Ｄがそれぞれ接続されている。フレーム選択回路６
Ａ～６Ｄ及び７Ａ～７Ｄは、表示制御回路９の制御の
下、一連の画像フレームについて、ＦＲＣＲＯＭ５Ａ～
５Ｄにおいて選択された階調パターンを順次出力させる
ことにより、ＦＲＣ（フレームレートコントロール）変
調を行う。
【００７０】図１０に、ドライバＩＣ２０において、Ｒ
ＡＭ３、階調パターン選択ＲＯＭ４Ａ～４Ｄ、ＦＲＣＲ
ＯＭ５Ａ～５Ｄ、フレーム選択回路６Ａ～６Ｄ、７Ａ～
７Ｄ及び表示制御回路９の接続関係を模式的に示す。
【００７１】表示制御回路９は、アドレス信号ＡＤ３

12

～ＡＤ０
12
を、フレーム選択回路６Ａ、７Ａに出力す

る。アドレス信号ＡＤ３
12
～ＡＤ０

12
は、図１１に示す

12
ように、フレーム期間を経過するたびに更新されるフレ
ーム番号を示し、１２フレーム周期で繰り返すようにな
っている。
【００７２】また表示制御回路９は、アドレス信号ＡＤ
３
11
～ＡＤ０

11
を、フレーム選択回路６Ｂ、７Ｂに出力

する。アドレス信号ＡＤ３
11
～ＡＤ０

11
は、図１１に示

すように、フレーム期間を経過するたびに更新されるフ
レーム番号を示し、１１フレーム周期で繰り返すように
なっている。
【００７３】また表示制御回路９は、アドレス信号ＡＤ
３
10
～ＡＤ０

10
を、フレーム選択回路６Ｃ、７Ｃに出力

する。アドレス信号ＡＤ３
10
～ＡＤ０

10
は、図１１に示

すように、フレーム期間を経過するたびに更新されるフ
レーム番号を示し、１０フレーム周期で繰り返すように
なっている。
【００７４】さらに表示制御回路９は、アドレス信号Ａ
Ｄ３

7
～ＡＤ０

7
を、フレーム選択回路６Ｄ、７Ｄに出力

する。アドレス信号ＡＤ３
7
～ＡＤ０

7
は、図１１に示す

ように、フレーム期間を経過するたびに更新されるフレ
ーム番号を示し、７フレーム周期で繰り返すようになっ
ている。
【００７５】ＲＡＭ３は、画像データ変換回路２により
変換された５ビットの階調データＲ４～Ｒ０を、階調パ
ターン選択ＲＯＭ４Ａ～４Ｄに出力する。
【００７６】階調パターン選択ＲＯＭ４Ａ～４Ｄは、図
８に示すように、５ビットの階調データに基く階調に応
じて、ＦＲＣＲＯＭ５Ａ～５Ｄに記憶されている複数の
階調パターンの中から１つの階調パターンを選択するた
めの階調パターン選択信号を出力する。
【００７７】図１２に、ＦＲＣＲＯＭ、フレーム選択回
路及び表示制御回路の接続関係を模式的に示す。
【００７８】ＦＲＣＲＯＭ５Ａは、階調パターン選択Ｒ
ＯＭ４Ａから出力された階調パターン選択信号により選
択された階調パターンの中から、フレーム選択回路６Ａ
又は７Ａにより指定されたフレーム番号に応じて、表示
オン又は表示オフを示す階調パターンをデコード出力す
る。
【００７９】ＦＲＣＲＯＭ５Ｂは、階調パターン選択Ｒ
ＯＭ４Ｂから出力された階調パターン選択信号により選
択された階調パターンの中から、フレーム選択回路６Ｂ
又は７Ｂにより指定されたフレーム番号に応じて、表示
オン又は表示オフを示す階調パターンをデコード出力す
る。
【００８０】ＦＲＣＲＯＭ５Ｃは、階調パターン選択Ｒ
ＯＭ４Ｃから出力された階調パターン選択信号により選
択された階調パターンの中から、フレーム選択回路６Ｃ
又は７Ｃにより指定されたフレーム番号に応じて、表示
オン又は表示オフを示す階調パターンをデコード出力す
る。
【００８１】ＦＲＣＲＯＭ５Ｄは、階調パターン選択Ｒ
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ＯＭ４Ｄから出力された階調パターン選択信号により選
択された階調パターンの中から、フレーム選択回路６Ｄ
又は７Ｄにより指定されたフレーム番号に応じて、表示
オン又は表示オフを示す階調パターンをデコード出力す
る。
【００８２】ＦＲＣＲＯＭ５Ａ～５Ｄに入力され、各フ
レームをそれぞれ特定するための制御信号Ｇ１１～Ｇ０
（制御信号Ｇ１５～Ｇ１２は未使用）のうち、制御信号
Ｇ１１～Ｇ８、Ｇ３～Ｇ０はフレーム選択回路６Ａ～６
Ｄにおいて生成される。また制御信号Ｇ１５～Ｇ１２、
Ｇ７～Ｇ４はフレーム選択回路７Ａ～７Ｄにおいて生成
される。
【００８３】このように、各々のＦＲＣＲＯＭに対応す
るフレーム選択回路を２つの部分に分けたのは、フレー
ム選択回路にはトランスファーゲートやＮＡＮＤ回路等
を構成する高速で面積の大きいトランジスタが複数含ま
れているので、これらのトランジスタを一ヵ所に集める
とその部分の面積が増大してしまい、レイアウトが困難
になるからである。
【００８４】特にＦＲＣＲＯＭに制御信号を出力するフ
レーム選択回路に比べて該ＦＲＣＲＯＭの素子数が少な
い場合、フレーム選択回路のレイアウト（配置）形状
が、ドライバＩＣ２０の短辺方向に大きくなってレイア
ウト効率が低下してしまう。したがって、フレーム選択
回路を分割することにより、ドライバＩＣ２０の長辺方
向に長くなっても、その短辺方向の長さを小さくするこ
とができるので、レイアウト効率を向上させることがで
きる。
【００８５】次に、フレーム選択回路、階調パターン選
択回路及びＦＲＣＲＯＭについて説明する。
【００８６】フレーム選択回路６Ａは、図１３に示すよ
うに、表示制御回路９からのアドレス信号ＡＤ３

12
～Ａ

Ｄ０
12
から、制御信号Ｇ１１～Ｇ８、Ｇ３～Ｇ０を生成

する。制御信号Ｇ１１～Ｇ８、Ｇ３～Ｇ０は、ＦＲＣＲ
ＯＭ５Ａに対して出力される。フレーム選択回路６Ａ
は、例えばアドレス信号ＡＤ３

12
～ＡＤ０

12
がフレーム

１を表しているとき（ＡＤ３
12
～ＡＤ０

12
＝「０００

０」）は、制御信号Ｇ０がアクティブ（論理レベル
「Ｌ」）で、制御信号Ｇ１１～Ｇ８、Ｇ３～Ｇ１がイン
アクティブ（論理レベル「Ｈ」）となるようにデコード
を行う。またフレーム選択回路６Ａは、例えばアドレス
信号ＡＤ３

12
～ＡＤ０

12
がフレーム１２を表していると

き（ＡＤ３
12
～ＡＤ０

12
＝「１０１１」）は、制御信号

Ｇ１１がアクティブ（論理レベル「Ｌ」）で、制御信号
Ｇ１０～Ｇ８、Ｇ３～Ｇ０がインアクティブ（論理レベ
ル「Ｈ」）となるようにデコードを行う。
【００８７】ここでは、フレーム選択回路６Ａについて
説明するが、フレーム選択回路６Ｂ～６Ｄ、７Ａ～７Ｄ
についても同様に構成することができるため、説明を省
略する。

14
【００８８】階調パターン選択ＲＯＭ４Ａ～４Ｄの各々
と、それに対応するＦＲＣＲＯＭ５Ａ～５Ｄの各々と
を、１つのＲＯＭとして構成しても良い。
【００８９】図１４に、階調パターン選択ＲＯＭ４Ａ～
４Ｄの各々と、それに対応するＦＲＣＲＯＭ５Ａ～５Ｄ
の各々とを、１つのＲＯＭとして構成した構成例を示
す。
【００９０】このような構成のＲＯＭは、複数のコモン
電極を同時選択するマルチライン駆動法（Multi Line S
election：ＭＬＳ）により複数ライン分の階調パターン
を出力する場合、当該複数のコモン電極に対応する複数
のセグメント電極のうち奇数ライン用及び偶数ライン用
として共用化するため、２つ１組で設けられる。例えば
階調パターン選択ＲＯＭ４Ａと、これに対応するＦＲＣ
ＲＯＭ５Ａとが１つのＲＯＭとして構成された場合、図
１４に示した構成のＲＯＭを２つ含むように構成され
る。
【００９１】図１４に示す複数のトランジスタの内の所
定のものは、ソースとドレインとの間がアルミ配線でシ
ョートされており、これによってデータを変換するため
に用いるアルゴリズムを記憶している。
【００９２】下側のトランジスタ群は、ＲＡＭ３から供
給される５ビットの階調データに基いて階調パターンを
選択するための階調パターン選択ＲＯＭ（デコーダ）を
構成し、５ビットの階調データに応じて上側のトランジ
スタ群に対して（広義の）階調パターン選択信号を供給
する。上側のトランジスタ群は、図７に示す階調パター
ンＤ－１、Ｄ－２、Ｄ－３、・・・を表している。例え
ば、階調データ（Ｍ４～Ｍ０＝「０００１１」が入力さ
れた場合には、最も左側のトランジスタ列によって表さ
れる階調パターンＤ－１が選択される。このとき、最も
左側のトランジスタ列のうち、制御信号Ｇ０がゲートに
接続されるトランジスタのソースに印加される（広義
の）階調パターン選択信号が、接地電位（プリチャージ
電位）となる。
【００９３】上側のトランジスタ群のゲートには、制御
信号Ｇ０～Ｇ１１が印加される。階調パターンＤ－１を
表す最も左側のトランジスタ列において、１番目の制御
信号Ｇ０に対応するトランジスタと７番目の制御信号Ｇ
６に対応するトランジスタにおいて、ソースとドレイン
との間がショートされている。制御信号Ｇ０～Ｇ１１の
内の１つを順次論理レベル「Ｌ」にして他を論理ベル
「Ｈ」にすることにより、図７に示す階調パターンＤ－
１の最上列に示されているドットが順次出力される。同
様にして、他の階調パターンＡ～Ｃに対応するトランジ
スタ群を含むＲＯＭを設けることにより、図８及び図９
に示す３２階調を表現することができる。
【００９４】図１において、図１４のような構成のＲＯ
Ｍから出力された奇数ライン及び偶数ラインの出力は、
ＬＣＤインターフェース８に入力される。
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【００９５】図１５に、ＬＣＤインターフェース８の構
成の一例を示す。
【００９６】ここでは、４ライン同時選択のＭＬＳによ
り駆動される１セグメント出力当たりの構成を示してい
る。
【００９７】ＬＣＤインターフェース（広義には、駆動
信号出力回路）８は、ラッチ回路１００Ａ～１００Ｄ、
ＭＬＳデコーダ１１０、ラッチ回路１２０Ａ～１２０
Ｅ、ドライバロジック１３０、レベルシフタ（ＬＳ）１
４０Ａ～１４０Ｅ、セグメント電極駆動回路１５０を含
む。
【００９８】ラッチ回路１００Ａは、ＦＲＣＲＯＭ５Ａ
～５Ｄからの奇数ラインのうち、ＭＬＳにより同時選択
される４ラインのコモン電極に対応した第１ライン（１
ライン目）の出力がラッチされる。ラッチ回路１００Ｃ
は、ＦＲＣＲＯＭ５Ａ～５Ｄからの奇数ラインのうち、
ＭＬＳにより同時選択される４ラインのコモン電極に対
応した第３ライン（３ライン目）の出力がラッチされ
る。ラッチ回路１００Ｂは、ＦＲＣＲＯＭ５Ａ～５Ｄか
らの偶数ラインのうち、ＭＬＳにより同時選択される４
ラインのコモン電極に対応した第２ライン（２ライン
目）の出力がラッチされる。ラッチ回路１００Ｄは、Ｆ
ＲＣＲＯＭ５Ａ～５Ｄからの奇数ラインのうち、ＭＬＳ
により同時選択される４ラインのコモン電極に対応した
第４ライン（４ライン目）の出力がラッチされる。
【００９９】ＭＬＳデコーダ１１０は、同時選択される
コモン電極４ライン分の走査パターンにより規定される
直交関数を用いて、セグメント電極４ライン分（上述の
第１～第４ライン）の表示パターンに対し、予めＭＬＳ
演算を行い、その演算結果を、フィールド単位でデコー
ド出力する。このデコード出力は、セグメント電極に供
給する電圧を選択する選択信号として出力される。この
選択信号は、４ライン同時選択の場合、５値の電圧（Ｖ
３、Ｖ２、ＶＣ、ＭＶ２、ＭＶ３）のいずれか１つを選
択する。
【０１００】ＭＬＳデコーダ１１０から出力されたデコ
ード出力は、ラッチ回路１２０Ａ～１２０Ｅでラッチさ
れた後、ドライバロジック１３０に入力される。
【０１０１】ドライバロジック１３０では、極性反転タ
イミング等にしたがって、選択信号の論理演算が行われ
る。ドライバロジック１３０の出力は、レベルシフト回
路１４０Ａ～１４０Ｅにより電圧レベルが変換された
後、セグメント電極駆動回路１５０に入力される。セグ
メント電極駆動回路１５０は、レベルシフト回路１４０
Ａ～１４０Ｅに基づいて、電圧Ｖ３、Ｖ２、ＶＣ、ＭＶ
２、ＭＶ３のいずれかの電圧を、セグメント出力端子を
介し、ＬＣＤパネル３０のセグメント電極に出力する。
【０１０２】以上のような構成により、ドライバＩＣ２
０は、ＭＰＵ１０からの各色４ビットの画像データを変
換した各色５ビットの階調データに基いて、互いに異な*
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*るフレーム周期の複数の階調パターンの中から１つの階
調パターンを選択し、例えばＭＬＳにより、セグメント
電極にＬＣＤパネル（広義には、表示パネル）３０を駆
動するための駆動信号を出力することができる。
【０１０３】このようなドライバＩＣ２０は、互いに交
差する複数のコモン電極と複数のセグメント電極とによ
り特定される画素を含むＬＣＤパネル３０が実装される
基板上に設けることができる。またＬＣＤパネル３０の
コモン電極を駆動する走査ドライバＩＣも、当該基板上
に設けるようにしてもよい。
【０１０４】また図１６に示すように、互いに交差する
複数のコモン電極と複数のセグメント電極とにより特定
される画素を含む表示パネル２００がガラス基板上に形
成されている場合に、該ガラス基板上に、ドライバＩＣ
２０と同様の機能を有する本実施形態における表示駆動
回路２１０をＩＣ化することなく直接形成するようにし
てもよい。この際、表示パネル２００のコモン電極を、
表示パネル２００の外部から走査ドライバＩＣで駆動す
るように構成してもよいし、表示パネル２００のコモン
電極を駆動する走査ドライバ２２０を、直接該ガラス基
板上に形成するようにしてもよい。
【０１０５】なお本発明は、上記実施形態で説明したも
のに限らず、種々の変形実施が可能である。
【０１０６】
【発明の効果】以上述べた様に、本実施形態によれば、
ＬＣＤ等を駆動して複数の階調でカラー表示を行う際
に、表示可能な色調の種類を拡大し、表示される色の選
択の自由度を増すことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係る半導体集積回路の構
成を示すブロック図である。
【図２】図１に示すＬＣＤパネルの概略構成を示す図で
ある。
【図３】ＭＰＵインターフェースの構成の一例を示すブ
ロック図である。
【図４】図４（Ａ）は、ＭＰＵインターフェースの動作
を説明するための説明図である。図４（Ｂ）は、ＭＰＵ
インターフェースの動作タイミングの一例を示すタイミ
ングチャートである。
【図５】画像データ変換回路における変換テーブルの一
例を示す説明図である。
【図６】画像データ変換回路の構成の一例を示すブロッ
ク図である。
【図７】ＦＲＣＲＯＭに記憶されている階調パターンの
例を示す図である。
【図８】ＦＲＣＲＯＭに記憶されている３２種類の階調
パターンを用いることにより表現できる３２階調を示す
図である。
【図９】図８に示す３２階調の連続性を示す図である。
【図１０】本実施形態におけるドライバＩＣの構成要部
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の接続関係を模式的に示すブロック図である。
【図１１】表示制御回路から出力されるアドレス信号を
説明するための説明図である。
【図１２】ＦＲＣＲＯＭ、フレーム選択回路及び表示制
御回路の接続関係を模式的に示すブロック図である。
【図１３】フレーム選択回路の構成の一例を示す回路図
である。
【図１４】階調パターン選択ＲＯＭとＦＲＣＲＯＭとを
１つのＲＯＭとした構成を示す回路図である。
【図１５】ＬＣＤインターフェースの構成の一例を示す
ブロック図である。
【図１６】表示パネルの構成の一例を示す構成図であ
る。
【図１７】従来のカラー表示方法におけるデータ処理を
示す図である。
【符号の説明】 *
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*１  ＭＰＵインターフェース
２  データ変換回路
３  ＲＡＭ
４Ａ～４Ｄ  階調パターン選択ＲＯＭ
５Ａ～５Ｄ  ＦＲＣＲＯＭ
６Ａ～６Ｄ、７Ａ～７Ｄ  フレーム選択回路
８  ＬＣＤインターフェース
１０  ＭＰＵ
１１、１２、・・・  セグメント方向に分割された領域
１１Ｒ、１１Ｇ、１１Ｂ  ＲＧＢの各色を表示するため
の領域
２１、２２、・・・  コモン方向に分割された領域
２０  ドライバＩＣ
３０  ＬＣＤパネル
３１Ｒ、３１Ｇ、３１Ｂ  端子

【図１】
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